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論 文 の 内 容 の 要 旨

本研究では,キノコ由来レクチンに関する以下の研究を行った｡

1.新規糖結合特異性を持つレクチンのスクリーニング

101種のキノコを対象にスクリーニングを行い,46種のキノコの抽出液に

レクチン活性が確認した｡それらの糖結合特異性を評価した結果,新しい特

異性を持つレクチンを数種発見した｡

2.ムレオオフウセンタケケレクチンに関する研究

ムレオオフウセンタケ子実体からLfucose特異的レクチンを精製し,Cf)L

と命名した｡CPLは約17kDaのサブユニットを持つ8量体で,サブユニッ

ト間にS-S結合は存在しないと結論した｡CPLは,Fucα1→2Galβ1→4GIc

及びGalβl→4(Fucαl→3)GIcに最も強い結合特異性を示した｡L-fucose特

異的レクチンCPLが自身にL-fucose糖鎖を高含有していることからCPLの

レクチン間の相互作用が考えら,表面プラズモン共鳴法によって詳細に検討

した｡その結果,このレクチンは自己の糖鎖を認識することが明らかになっ
た｡
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3.オオシロカラカサタケレクチンに関する研究

轟キノコの1種であるオオシロカラカサタケに含まれるレクチンを精製

し,CMLと命名した｡この_レクチンの精紡合特異性を赤血球凝集活性阻害

試験と表面プラズモン共鳴法を用いて詳細に検討した｡その結果,このレク

ナシはNeuAcには全く結合しないが,NeuGcに極めて高い結合特異性を示

すという,極めて珍しい性質を示した｡

4.ヒラタケレクチンに関する研究

摂食抑制活性という特異な生物活性を有するレクチンであるヒラタケレク

チン(POL)の詳細な糖結合特異性について,表面プラズモン共鳴法により

検討した｡その際に,レクチンー糖鎖間の結合解析の新しい方法を開発し
た｡

審 査 結 果 の 要 旨

本論文では,キノコの産生するレクチンに関する4つのテーマ(1.新規糖結合特異性

を持つレクチンのスクリーニング,2.ムレオオフウセンタケケレクチンに関する研究,

3.オオシロカラカサタケレクチンに関する研究,4.ヒラタケレクチンに関する研究)
の研究を行った｡

以上について,審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論
文として十分価値あるものと認めた｡
基礎となる学術論文は以下の3編である｡
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